
教科：（　地歴　）科目：（ 日本史Ｂ

・条約締
結、開国に
よる経済社
会の情勢変
化み着目し
て、政局へ
の影響を考
察できた
か。　　・
尊王攘夷、
公武合体、
倒幕の動き
に着目して
権力構造の
変化を理解
できたか。

10開国と幕末の動乱

・実施され
た諸政策に
着目して、
明治政府が
中央集権体
制を構築し
ていく過程
を考察でき
たか。
・近代化政
策や欧米文
化の導入に
ついて、国
民の間の受
容と反発。
また、政府
への抵抗が
武力から言

12明治維新と富国強兵

４
月

５
月

・日本史の
大きな枠組
みと流れを
理解して、
その地理的
条件や世界
史と関連付
けて総合的
に考察する
ことができ
たか。

7日本史における前近代
の学習（原始・古代、
中世、近世）

・日本史における前近代の流れを概観する。
（原始・古代、中世、近世）
・日本の歴史の大きな枠組みと流れを理解させたう
えで、今日の我が国のあり方について、特に大きな
影響を与えた明治維新・近代期を、世界なかでも特
にアジアとの関係を背景に理解させる。
・幕末期から明治初期の政治・経済・文化の各分野
を取り上げ、学習する。
近代国家成立の前提を考察
欧米のアジア進出と早期開国の可能性を考察

６
月

明治維新と富国強兵 ・国境確定
を含む明治
初期の外交
政策につい
て、欧米諸
国への対応
とアジア諸
国への対応
の違いを多
面的多角的
に捉えるこ
とが出来た
か。

5

７
月

年間授業計画

 ） 　対象：（第５学年 Ａ組～　Ｄ組）　　

東京都立小石川中等教育学校

・国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に
着目して、開国から明治維新に至るまでの過程を社
会・経済面での変化と関わらせて考察する。
・幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構
想の芽生えから幕府の滅亡、旧幕府勢力の一掃に至
るまでの経過を理解する。

・明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策
に着目して、明治初期の政治的変革と国家的統一過
程を考察する。
・欧米の文化・思想の導入と一連の近代化政策に対
する反動としての士族反乱・農民一揆の失敗と、言
論による要求実現への転換を理解する。

・明治初期の対外政策について、欧米への対応と、
アジアに対する外交政策の違いについて考察する。

使用教科書：山川出版社「詳説日本史」改訂版

使用教材：山川出版社「詳説日本史図録」第７版

科目の具体的な指導目標
【年間授業計画】

評価の観点
方法

予定
時数

指導内容
【年間授業計画】
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月

８
・
９
月

立憲国家の成立と日清
戦争

・国会開設
要求運動な
どにみられ
る国民の政
治的関心の
昂揚と挫折
の過程につ
いて考察で
きたか。ま
た、憲法の
特色、議会
と内閣のあ
り方などを
通して、戦
前の立憲制
の仕組みを
理解できた
か。

8立憲国家の成立と日清
戦争

明治前期から中期の政治・経済・文化の各分野を採
り上げ、学習する。
・国家体制の近代化について
政府の強力な中央集権体制の志向の中、自由民権運
動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家
の基盤が形成されていく過程を考察する。

・日清戦争について近代最初の対外戦争としての概
要を学習する。・東アジアをめぐる国際環境が変容
する中、国家的課題であった不平等条約の改正交渉
が進展した過程や、朝鮮問題から日清戦争に至る経
緯について考察する。

月

・条約改正
が法典整備
など国内体
制の確立だ
けでなく、
英露対立を
背景にして
進展した点
を年表や地
図から考察
できたか。
また、朝鮮
をめぐる対
立が日清戦
争の背景と
なった点を
理解できた
か。

11

月

・日露戦争
が軍事、経
済、工業力
等国家の総
力を結集し
た戦争で
あったこ
と、また、
日本の勝利
がアジア諸
国の民族独
立や近代化
運動を刺激
した反面、
その後の韓
国併合や満
州進出の動
きが国民の

12

近代産業の発展
近代文化の発展

・近代産業
の発展を財
閥の形成や
寄生地主制
の成立など
を相互に関
連付けて考
察できた
か。　　・
近代文化の
二元性や国
民の文化創
造に取り組
む姿勢を考
察できた
か。

6

・開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の
日本の国際的地位の変化と植民地支配の推進を諸外
国の動向と関連付けて考察する。
・立憲体制成立後から桂園時代に至るまでの国際政
治の動きを、政党と藩閥の対立と協力の視点から考
察する。
・立憲体制成立後から桂園時代に至るまでの国内政
治の動きを、政党と藩閥の対立と協力の視点から考
察する。

・日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎
が確立された過程を、産業革命や近代産業の発展に
着目して考察する。
・近代文化の特色について政治・経済・外交などの
視点をもって考察する。

日露戦争と国際関係

10 

11 

12 
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２
月

ワシントン体制
市民文化

・ベルサイ
ユ体制から
ワシントン
体制に至る
経過や朝鮮
中国の民族
運動の昂揚
にに着目で
きたか。
・様々な社
会運動の背
景に成立し
た政党政治
を考察でき
たか。

３
月

・大正政変
以降、政党
政治の発展
を理解し、
国際環境の
推移二着目
し、21か条
要求やシベ
リア出兵が
及ぼした内
外の影響に
ついて考察
出来たか。

11

１
月

桂園時代・大正政変
第一次世界大戦と日本

明治後期の政治・経済・文化の各分野を採り上げ、
学習する。
・第一次世界大戦前後の政治の動向及び対外政策の
推移について、政党政治の発展や日本の中国進出の
状況を踏まえて考察する。
・第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼし
た影響について、欧米・アジア経済との関連や政党
内閣の成立などと関連させて考察する。

6

恐慌の時代
戦争への道、そして戦
後の日本概観

・戦後恐
慌、金融恐
慌、昭和恐
慌の背景と
なる関東大
震災、金解
禁、世界恐
慌との関連
を含めて理
解できた
か。
・満州事変
以降の戦争
への道、そ
して敗戦と
戦後の諸政
策について
考察できた

5

・ワシントン体制に至る国際的な協調体制の進展な
ど国際環境の推移を、日本の立場に着目して考察す
る。
・労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤
の成立に着目し、都市化や国民生活の変化を踏まえ
て、市民文化の特色について考察する。

・戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺につ
いて、国内・国外の経済状況と対策に着目して理解
する。
・軍部の台頭から第二次世界大戦、そして敗戦後の
日本への推移を概観考察する。（第二次世界大戦～
占領下の日本～高度成長時代～激動する世界と現
代）
・日本が抱える諸問題の根源を近代期に求め考察す
る。さらにその学習を通して、歴史的思考力を身に
つけさせる。


